
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 校 訓 》 《 学校教育目標》  

「未来を拓くこども」 

～やさしく かしこく たくましく～ 

兜沼小中学校 学校だより第６号 

 R6.9.25 発行 

電話 

校長 堀   博 樹 

 校長室には昔懐かしいダイヤル式の黒電話があり、現在もつながっている。ほとんどといっていいくらい使っ

たことはない。ごくたまに「チリン」と鳴り、すぐに切れ、私を驚かす。ワンギリである。単なる間違えか？そ

れとも私へのいたずら・嫌がらせの類か？ダイヤルを回す音、受話器の重厚感、黒光を放つ電話機は実に存在感

がある。自分の家に電話がついたのは昭和５０年頃。小学校二年生のとき。黒色が主流だったが、母親が絶対に

緑色にしたいと言い、緑の電話がついた。当時は苫小牧に住んでおり、電話口から旭川のいとこの声が聞こえて

きたときは、本当にびっくりした。電話は一家に一台。高校生の頃は、家族が寝静まった深夜に毛布をかぶりな

がら電話したことも。世の中にはその電話しかないので、外出すると連絡がつかない。そういう人のために、当

時、駅には伝言板が置かれていた。外出先で友人と連絡を取りたい場合は、この伝言板に書いて連絡したもので

ある。そこから時代は流れ、世の中に Fax というものが現れる。当時、団体職員だった自分には Fax は非常に

ありがたい存在であった。口ではなく文字として相手に伝えられる分、間違いが少ない。水産物の販売や在庫・

出荷依頼などに活用したが、当時の課長は「堀、この紙はどうやってこの電話線を伝わってくるんだ？」と真顔

で聞かれ、苦笑いするしかなかった。その後、携帯電話が登場。初めは、社用車に取り付けられた車専用の電話。

車からのみ通話が可能。そして、持ち運びできる携帯電話へ。しかし、これがでかいでかい。ショルダーバック

のような形をしており、上の部分が受話器になっていた。その名も「ショルダーフォン」でかいし重い…でも当

時はそれがかっこよかった。会社用のショルダーバックのような大きな携帯を肩から下げ、さっそうと肩で風を

切りながら、札幌のビジネス街を歩いた。時々、電話なんかきていないのに、立ち止まり無言の受話器に向かっ

て「もしもし、その件については…」なんて相手がいないのに立ち止まって、周りにすみませんね～みたいな顔

をして、少し大きな声で話す。街の人は羨望の眼差しで私を見ていた。（と思う）本当に当時はそんなショルダ

ーフォンでもかっこよく見えたのである。そこから一気に技術が進み、ガラケーからスマホへと変化。現在のス

マホは驚くほどの情報を得ることができる。「Line」なんてまるで会話である。Line が広がり始めたころ、「じ

ゃあ、家族で Lineでつながろう」私と妻、娘２人のグループを作る。最初はいろいろな連絡がきていて楽しか

ったが、そのうち全く来なくなった。推測するにどうやら私以外で、女同士でグループを再結成している模様。

問いただすと自分が傷つきそうで怖い。詳細については確認していない。今、私に定期的に Lineをくれるのは、

旭川発祥の某ドラッグストアだけである。それも割引や商品案内ばかり。もちろん私を気遣ってくれているわけ

ではない。あっ！でもお肌や薬の案内は、私の体を気遣ってくれている…ということにしよう。また、先日は定

期的に連絡をくれるドラッグストア以外から連絡が。思わずうれしくなって、急いで開けると…「おめでとうご

ざいます。○○先生が投資を指導し指示を出してくれます。それに従って、投資すれば必ず利益を上げることが

できます」とのこと…本当か？いやいやそんなことはあるはずない！優しく話しかけてくれたので、危うく詐欺

に引っかかるところであった。修学旅行でもスマホは大活躍。目的地まで優しく道案内してくれた。 

スマホや PC は便利ですが、使い方を間違えると大きなトラブルに巻き込まれることもあります。昨年も同じ

ようなコラムを書かせていただきましたが、（昨年は携帯電話でできるアルバイトの募集でした）これからの人

たちにとっては便利な道具を、いかに安全に効率よく活用していく技術を身に着けるかが 

大切になってきます。学校でもこの後、スマホ・ネット教室なども予定しております。ご家庭 

におかれましても、お子さんがどのような使い方をしているのか把握するとともに、使い方に 

ついてもお話ししていただけるようお願いいたします。  

                  まさに、「ショルダーフォン」は こんな感じでした⤴ 

             

 



   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本日（２５日）で前期が終了し、前期終業式を行いました。夏休みが明けて約１ヶ月半ですが、あっ

という間に秋の気配が深まってきた気がします。明日から５日間の秋季休業に入ります。子ども達は

後期から本格的に学校祭に向けて、活動していきます。学校祭にはぜひご来校ください。また本日前

期の通知表が渡されました。学習や生活の様子などお知らせしております。ぜひ、ご家庭でもお子さ

んと一緒にご覧いただき、お話をしていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 

１０月 １日（火）後期始業式 

    ２日（水）視力検査（～４日）校内研修 

    ３日（木）ALT 

４日（金）英語検定 

   １０日（木）中３文協テスト ALT 

   １４日（月）スポーツの日 

１５日（火）学校祭特別日課開始 

   １６日（水）委員会活動 

   １７日（木）ALT 

   １８日（金）漢字検定 

   ２３日（水）学校祭総練習  

   ２４日（木）ALT 

   ２６日（土）学校祭 

   ２８日（月）振替休業 

   ３０日（水）後期児童生徒会総会 校内研修 

   ３１日（木）子どもの心に響く道徳教育推進事業 

         ALT 

■９月６日（金）小学校で遠足が行われまし

た。今年はバスで道立宗谷ふれあい公園に行

ってきました。途中徒歩の区間も設定し、稚

内市動物ふれあいランドに寄り、動物へのえ

さやり体験や園内を散策しました。その後、

再びバスで宗谷ふれあい公園に向かい、昼食

後、室内遊技場で遊んできました。 

 

 

■９月２４日（火）児童・生徒会役員選挙が行

なわれ、５名が信任されました。後期も役員が

中心となって学校を盛り上げていってくれる

ことを期待しています。 

会 長 田中 駿人  

副会長 三浦 敬翔 

書記・会計 近藤和繋希 

役 員 豊川 結雅 

■９月１８日（水）～１９日（木）にかけて小学校５・６

年が修学旅行に行ってきました。１日目は旭山動物園・

NHK旭川放送局を見学し、その後、カムイの杜で体験活

動を行ってきました。２日目は科学館の「サイパル」や美

深町でトロッコに乗車して楽しんできました。日常ではな

かなか体験できないことも経験し、たくさんの思い出をつ

くってくることができました。 

 

■９月２０日（金）キャリア教育の一環とし

て、職場体験が行われました。今回は２年生

の田中駿人君が「稚内三菱自動車販売株式会

社」さんにお世話になりました。日常の業務

を少しだけ体験させていただき、 

働くとはどういうことなのかを 

学んできました。大変貴重な体 

験をさせていただき、ありがと 

うございました。 

 


